
ニコチン依存症になってしまった人たちは、毎日必ず何本かのタバコを吸わずにはいられません。

では、一日に何本ぐらい吸うのでしょうか。下の表は、平成２３年版の厚生労働省＜国民健康・栄養調

査＞による、「毎日タバコを吸っている人が１日に吸う本数の平均値」です。５０代男性の毎日２０．５本

が最も多いのですが、全年齢の平均は１６．３本となっています。 

寝ている間はタバコを吸いませんから起きている時間を１６時間とすると、ほぼ１時間ごとにニコチン

を補給するためにタバコを吸っている計算になります。このペースが仕事中でも変わらないとすれば、

喫煙者の勤務状況は下図のようになります。 

一日たった３５分間ですが、８時間の勤務時間に占める割合は無視できません。金額に換算すると

年間３１万円分もなるのですからね。そして、もうひとつ重要な作業上の問題があります。それは、１時

間以上連続して作業することが苦痛となる、という事です。 

 

ニコチンを補給しなければならないのは、まるで自動車レースで給油のためにピットインしなければ

ならない状況と同じだと思いませんか。給油でロスした遅れを取り戻すには、今までより頑張らなけれ

ばいけませんが、給油せずに済めば普段どおり頑張っていれば遅れることはありません。 

 

タバコに手を出してしまえば、一生ニコチンを補給するために膨大な時間が必要になるかもしれま

せん。そんな時間の使い方はしたくないですよね。 
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